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(6) 人口 

 琵琶湖・淀川流域では、京都・大阪などの大都市とその周辺の多数の衛星都市に人口が集中し

ており、日本全体の人口の9%以上を占め、国内では京浜地区に次ぐ人口集中地区となっている。

経年的に見ると、昭和の初頭には500万人程度で、漸増の傾向にあった。しかし、戦後になると、

わが国の経済復興とともに急激に増加し、昭和40年から50年までの10年間で約170万人の増加、昭

和60年から平成7年までは、約30万人の増加となっている。平成7年以降は、ほぼ横ばいの状態と

なっている。 

 近年では、大阪市や京都市などの人口は停滞もしくは減少傾向にあるのに対し、周辺の都市で

は都心部からの人口流入などにより増加しており、流域全体としては横ばいで推移している。平

成19年の流域の人口は約1,198万人である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１－９ 流域人口の推移】 

注：集計の対象とする地域は、琵琶湖・淀川流域に一部または全部が含まれる市町村 

  （平成19年は三重県津市は旧美杉村の人口のみ計上、京都府南丹市は旧美山町の人口を含む） 

   国勢調査より作成（平成19年は推計人口） 

【表１－４ 府県別の流域人口】 

 

 

 

 

 

 

 

注：集計の対象とする地域は、琵琶湖・淀川流域に一部または全部が含まれる市町村 

  （平成19年は三重県津市は旧美杉村の人口のみ計上、京都府南丹市は旧美山町の人口を含む） 

   国勢調査より作成（平成19年は推計人口） 
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府県名 大正14年 昭和22年 昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成19年

三重県 130 158 155 140 141 163 175 189 192 189 187

滋賀県 662 858 854 853 986 1,156 1,222 1,287 1,343 1,380 1,395

京都府 1,044 1,300 1,496 1,703 2,042 2,207 2,233 2,267 2,288 2,303 2,305

大阪府 2,532 2,528 3,667 5,306 6,222 6,407 6,433 6,440 6,409 6,419 6,432

兵庫県 162 375 502 782 1,004 1,037 1,050 1,051 1,054 1,062 1,065

奈良県 198 273 269 304 427 545 579 602 610 601 598

計 4,729 5,493 6,943 9,088 10,821 11,515 11,692 11,836 11,896 11,955 11,983


